
保険料の免除・納付猶予制度

□三次年金事務所
　☎0824-62-3107
問

　保険料を納めることが経済的に困難な場合（所得が一定額以下、もしく
は失業した場合など）は、申請後に承認されると保険料の全額、もしくは一
部（4分の1、半額、4分の3）が免除されます。

保険料免除制度

　50歳未満の方で、本人および配偶者の前年所得が一定額以下の場合、もしく
は失業した場合など、申請後に承認されると保険料の納付が猶予されます。

保険料納付猶予制度

https://www.nenkin.go.jp/service/kokunen/menjo/0430.html
日本年金機構ホームページ

※新型コロナウイルス感染症の影響で収入が相当程度下がった場合は、臨時特例措置として
　本人申告の所得見込額を用いた簡易な手続きで免除申請できる場合があります。

■食用と間違われやすい有毒植物の一例
▪スイセン・スノーフレーク
※ニラ、玉ネギと間違われやすい

　　　　　   スイセン 　　　　　スノーフレーク（スズランスイセン）
▪バイケイソウ
※オオバギボウシ、ギョウジャニンニクと間違われやすい

　　 芽出し期のバイケイソウ

▪クワイズモ
※サトイモと間違われやすい

　 　　クワイズモの根茎 　　　　　　クワイズモの葉

有毒植物が山菜に混ざって生えている場合がありま
す。一本一本よく確認し、見分けに迷うときは絶対に食
べないでください。万が一、野草を食べて体調が悪化
した場合は、すぐに医師の診察を受けてください。

制度に
関する

お知ら
せ 行政情報

浄化槽処理促進区域に浄化槽を設置します。
《必要経費》
▪設置費用（分担金）…22万円
▪宅地内（トイレ・台所・風呂等）から浄化槽までの排

水管の施工費用
▪浄化槽から河川や水路までの排水管の施工費用
▪浄化槽使用開始後の使用料
《対象者》

浄化槽処理促進区域内で、令和4年3月11日（金）ま
でに5～12人槽の浄化槽を設置できる方。
《申請期限》

12月24日（金）
※令和3年度の設置は80基を予定しています。
※下水道集合処理への加入申し込みは随時受け付け

ています。

身体障害者手帳交付対象外の軽度・中等度難聴の
方が、補聴器を購入・修理する費用の一部を支給します

（要事前申請）。
《対象者》　※以下の全てに該当する方
▪本市に住んでいる18歳未満の方
▪両耳の聴力レベルが30デシベル以上70デシベル未

満の方
▪聴覚障害による身体障害者手帳の交付対象外の方
※世帯の中に市民税所得割額46万円以上の方がいる

場合は対象外です。
※両耳の聴力レベルが70デシベル以上の方は障害者

手帳の交付対象です。
《補助金額》

購入・修理金額と基準額を比較して、少ない金額の
3分の2（100円未満切り捨て）
《補助対象》

補聴器の購入・更新・修理、いずれかの費用
※補聴器を着けたときの、効果が高い側(片側)を原則

としています。

□問上下水道課　下水道係
☎・お太助フォン47-1204　 47-1206

□問社会福祉課　障害者福祉係
☎・お太助フォン42-5615　 42-2130

市設置型浄化槽
公共浄化槽等整備推進事業

軽度・中等度難聴の方の
補聴器購入・修理費の助成

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳を所持する方がいる世帯で、以下に該当する場合は、
放送受信料の全額、または半額が免除されます。
■全額免除

世帯構成員全員が市民税非課税の場合
■半額免除

以下のいずれかに該当する方が世帯主で受信契約
者の場合
▪視覚障害、または聴覚障害によって身体障害者手帳

を所持している方
▪身体障害者手帳が1級、または2級の方
▪療育手帳がⒶ、またはＡの方
▪精神障害者保健福祉手帳が1級の方
《申請方法》

市で証明を受けた免除申請書をNHKに提出
※免除事由が変更（課税状況、転居、障害程度の変更、

契約者の変更等）したときも申請してください。

視覚に障害がある方の社会参加を促進するため、広
島県では盲導犬給付事業を実施しています。
《対象者》　※以下の全てに該当する方
▪県内（広島市を除く）に1年以上居住し、今後も相当期

間県内に居住することが見込まれる方
▪18歳以上
▪身体障害者手帳（1級または2級）を交付されている方
▪就労（就労見込み含む）等で、社会活動の参加に効果

が認められる方
▪盲導犬を適切に利用し、飼育できると認められる方
▪自己所有の家屋以外に居住する場合は、盲導犬の飼

育をその家屋の所有者（または管理人）から承諾が得
られる方

《申請期限》
７月30日（金）

□問社会福祉課　障害者福祉係
☎・お太助フォン42-5615　 42-2130

□問農林水産課　林業水産係
☎・お太助フォン47-4022　 42-1003

□問社会福祉課　障害者福祉係
☎・お太助フォン42-5615　 42-2130

ＮＨＫ放送受信料の免除

盲導犬給付事業

有毒植物の食中毒は、例年春先から初夏にかけて多く発生しています。
食用と確実に判断できない植物は、絶対に「採らない」、「食べない」、「人にあげない」でください。

有毒植物に要注意
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